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緑の地球新聞

着
実
に
進
捗
し
て
き
た
植
林
事
業

―
ベ
ト
ナ
ム
・
ラ
オ
カ
イ
省
植
林
事
業
の
２
０
２
４
年
活
動
報
告
―

１
．�

ベ
ト
ナ
ム
・
ラ
オ
カ
イ
省
植

林
事
業
地
の
概
況

植
林
場
所
は
、
ラ
オ
カ
イ
省
シ
マ
カ
イ

郡
の
15
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
地
で
す
。
ラ
オ
カ

イ
省
は
、
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
人
民
共
和

国
（
以
下
、「
ベ
ト
ナ
ム
」
と
い
う
。）
の

最
北
部
に
位
置
す
る
省
で
す
。
ま
た
、
植

林
場
所
は
、
ラ
オ
カ
イ
省
の
中
心
部
か
ら

約
1
0
0
㎞
離
れ
た
中
国
と
の
国
境
に
接

し
た
地
域
で
す
。（
省
は
日
本
の
都
道
府
県
に

あ
た
る
地
方
行
政
区
画
の
単
位
で
す
。）

植
林
地
の
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
北
部
は
温
帯

性
（
亜
熱
帯
）
気
候
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、

　

当
基
金
が
、２
０
２
０
年
４
月
に
ベ
ト
ナ
ム
政
府
と
覚
書
を
締
結
し
た
「
ベ
ト
ナ
ム
・

ラ
オ
カ
イ
省
環
境
保
護
植
林
事
業
」
は
、
３
万
本
の
植
林
と
、
補
植
や
除
草
な
ど
森
林

の
育
成
管
理
が
進
め
ら
れ
、
２
０
２
５
年
３
月
に
、
事
業
期
間
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

本
件
事
業
に
関
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
か
ら
２
０
２
４
年
の
活
動
報
告
が
送
付
さ

れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。
馬ば

尾び

松し
ょ
うの
苗
木
が
順
調
に
生
育
す
る
一
方
、
カ
ン
ト

ン
ア
ブ
ラ
ギ
リ
は
成
長
が
遅
く
、
適
応
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
様
子
な
ど
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
の
平
均
気
温
は
、
例
年
と
ほ

ぼ
同
じ
約
20
℃
で
し
た
。

最
も
暑
い
６
月
の
平
均
気
温
は
32
℃
に

達
す
る
一
方
、
最
も
寒
い
11
～
３
月
の
平

均
気
温
は
12
℃
に
止
ま
り
、
０
℃
ま
で
下

が
る
日
も
あ
り
ま
し
た
。
気
温
が
低
い
と

有
害
な
塩
霧
が
発
生
す
る
こ
と
が
多
く
、

人
と
家
畜
の
健
康
、
作
物
の
生
育
に
危
険

を
も
た
ら
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

２
．
苗
木
の
生
育
状
況

①
馬ば

尾び

松し
ょ
う（
タ
イ
ワ
ン
ア
カ
マ
ツ
）の
苗
木

２
０
２
０
年
８
～
９
月
に
２
万
７
，

０
０
０
本
植
栽
さ
れ
た
馬
尾
松
の
苗
木

は
、
順
調
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
２
月
現
在
、
若
木
の
平
均

樹
高
は
約
３
ｍ
で
、
５
ｍ
に
達
し
て
い
る

木
も
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
成
長
は
比
較

的
均
一
で
す
（
写
真
２
、３
、４
）。

２
０
２
３
年
に
は
、
枯
れ
た
若
木
等
に

対
応
し
て
１
，
０
０
０
本
の
苗
木
が
補
植

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
２
０
２
４
年
に

は
樹
木
が
一
定
の
高
さ
に
達
し
、
す
で
に

森
林
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
森

林
整
備
の
み
を
行
い
、
追
加
の
補
植
は
行

わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

②
カ
ン
ト
ン
ア
ブ
ラ
ギ
リ
の
種
子

カ
ン
ト
ン
ア
ブ
ラ
ギ
リ
は
、
２
０
２
０

年
10
～
11
月
に
、
森
林
区
画
の
境
界
線
に

沿
っ
て
３
，
０
０
０
本
分
が
直
播
さ
れ
ま

し
た
。
カ
ン
ト
ン
ア
ブ
ラ
ギ
リ
は
、
種
子

か
ら
育
て
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
植
林

場
所
は
密
度
が
高
く
岩
石
の
割
合
が
高
い

と
い
う
土
壌
特
性
を
有
す
る
た
め
、
成
長

が
遅
れ
て
い
ま
す
。

（写真２）�現在の植林地の風景。植林を行う前は低木
や雑草が生い茂る地でしたが、環境保護の
ための立派な植林地に成長してきました。

（写真1）ベトナムの地図
ラオカイ省は中国との国境沿い
にあり、ベトナムの最北部に位
置しています。
首都ハノイ（地図ではラオカイ
のやや右下に表示。）から約290
㎞離れており、車、鉄道で約４
時間かかります。植林現場は、
このラオカイの中心地からさら
に約100㎞奥まったところです。
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カ
ン
ト
ン
ア
ブ
ラ
ギ
リ
の
平
均
樹
高

は
、
２
０
２
５
年
２
月
現
在
、
２
～
４
ｍ
、

幹
の
直
径
は
２
〜
20
㎝
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３
．
除
草
な
ど
の
森
林
整
備
状
況

２
０
２
４
年
に
は
、
２
回
の
森
林
整
備

作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

３
月
の
最
初
の
作
業
期
間
に
は
、
木
の

根
元
の
除
草
と
鍬く
わ
入
れ
、
及
び
補
植
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

９
月
の
２
回
目
の
作
業
期
間
に
は
、
植

栽
し
た
低
木
に
絡
む
雑
草
や
蔓つ
る

の
除
去
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
植
林
地
は
急
峻
な
地
形

で
あ
り
、
苗
木
の
樹
冠
を
保
護
し
て
成
長

を
促
進
し
た
い
た
め
、
枝
の
剪
定
は
ま
だ

行
わ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

各
作
業
期
間
に
は
約
30
～
40
人
が
参
加

し
、
ナ
イ
フ
や
鍬
を
使
っ
て

手
作
業
に
よ
り
雑
草
や
蔓
を

刈
り
取
り
な
が
ら
、
同
時
に

苗
木
の
根
元
に
鍬
入
れ
を
行

い
、
若
い
木
が
光
合
成
と
成

長
に
最
適
な
条
件
を
満
た
せ

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
森
林
警
備
員
や

地
元
住
民
が
時
々
森
を
訪

れ
、
森
林
の
木
々
が
家
畜
や

野
生
動
物
の
被
害
を
受
け
て

い
な
い
か
確
認
し
ま
し
た
。

４
．�

植
樹
と
手
入
れ
に

あ
た
っ
て
困
難

だ
っ
た
こ
と

植
林
地
が
住
宅
地
か
ら
離

れ
て
い
る
た
め
、
資
材
や
苗

木
の
運
搬
、
植
林
の
実
施
、

そ
の
後
の
植
林
地
の
手
入
れ

の
た
め
の
移
動
が
非
常
に
困

難
だ
っ
た
と
、
ベ
ト
ナ
ム
側
か
ら
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
植
林
地
が
急
峻
な
地
形
で
、
多

く
の
蔓
や
低
木
の
成
長
が
非
常
に
早
か
っ

た
こ
と
も
、
植
林
の
世
話
を
す
る
地
元
の

人
々
に
多
く
の
困
難
を
も
た
ら
し
た
と
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

加
え
て
、
２
０
２
２
年
か
ら
続
く
円
相

場
の
大
幅
下
落
（
円
安
）
の
た
め
、
当
基

金
か
ら
の
助
成
金
が
大
き
く
目
減
り
し
、

そ
の
結
果
、
２
０
２
３
年
夏
に
は
、
ベ
ト

ナ
ム
側
か
ら
当
基
金
に
、
事
業
資
金
が
不

足
し
て
困
っ
て
い
る
旨
の
連
絡
が
入
る
事

態
に
な
り
ま
し
た
。

本
件
に
関
し
て
は
、
最
終
的
に
不
足
額

を
追
加
で
助
成
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
側
か
ら
、
当
基
金
の
対
応
に
深

く
感
謝
す
る
旨
の
連
絡
を
受
け
る
な
ど 

一
件
落
着
し
ま
し
た
が
、
為
替
レ
ー
ト
に

関
係
し
た
問
題
の
発
生
は
、
初
め
て
の
経

験
で
し
た
。

「
地
球
に
や
さ
し
い
カ
ー
ド
」
か
ら
の

寄
付
金
を
原
資
と
す
る
当
基
金
の
助
成
事

業
（
２
０
２
５
年
度
は
13
団
体
に
助
成
）

に
関
し
て
、
各
助
成
団
体
の
２
０
２
５
年

度
の
活
動
予
定
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、「
地
球
に
や
さ
し
い
カ
ー

ド
」
を
利
用
し
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
行
わ

れ
た
際
に
、
カ
ー
ド
利
用
額
の
０
・
５
％

に
相
当
す
る
金
額
が
、
三
井
住
友
カ
ー
ド

株
式
会
社
か
ら
「
緑
の
地
球
防
衛
基
金
」

に
寄
付
さ
れ
、
当
基
金
を
通
じ
て
、
国
内

外
で
様
々
な
環
境
保
全
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
各
種
団
体
に
資
金

助
成
さ
れ
る
も
の
で
す
。

ち
な
み
に
２
０
２
４
年
度
の
助
成
金
実

績
は
９
５
６
万
円
余
で
し
た
。

（
熱
帯
林
を
守
り
育
て
る
カ
ー
ド
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

熱
帯
森
林
保
護
団
体

２
０
２
４
年
８
月
22
日
の
不
法
侵
入
者

こ
う
し
た
様
々
な
困
難
は
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
の
５
年
間
、
植
林
事
業
は

概
ね
順
調
に
推
移
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ベ
ト
ナ
ム
側
の
官
民
挙
げ
て

の
真
摯
な
協
力
と
、
当
基
金
の
会
員
の
皆

様
、
及
び
貴
重
な
ご
寄
付
を
お
寄
せ
く
だ

さ
っ
た
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
物
で

あ
り
ま
す
。

本
稿
を
お
借
り
し
て
、
皆
様
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

に
よ
る
火
の
不
始
末
か
ら
10
月
の
雨
期
ま

で
の
大
火
災
に
よ
り
、
支
援
対
象
地
域
に

甚
大
な
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。

「
消
防
団
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
エ
リ

ア
63
万
５
，
０
０
０
ha
の
27
％
（
16
万
８
，

５
７
９
ha
）
が
焼
失
し
ま
し
た
。
未
だ
貨

幣
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
な
い
こ
の
地
域

は
、
全
て
森
の
恵
み
で
営
ん
で
い
る
た
め
、

復
興
す
る
に
は
か
な
り
の
時
間
を
要
し
ま

す
。
カ
ヤ
ポ
族
ノ
メ
ベ
ン
コ
ク
レ
村
は
20

軒
全
て
燃
え
、
イ
ン
デ
ィ
オ
消
防
士

１
０
０
名
の
う
ち
１
名
が
犠
牲
に
な
り
、

大
多
数
の
消
防
士
が
負
傷
し
ま
し
た
。
世

界
的
な
異
常
気
象
は
こ
の
ア
マ
ゾ
ン
に
も

影
響
し
て
い
る
こ
と
を
憂
慮
し
、
同
時
に

こ
の
事
業
の
重
要
性
も
痛
感
し
ま
し
た
。

（
尾
瀬
の
自
然
を
守
る
カ
ー
ド
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

尾
瀬
自
然
保
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

今
年
度
は
，
尾
瀬
ヶ
原
の
環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ

（写真３、４）�2020年に２万7,000 本植林した馬尾松。生育は良好で、ベトナム政
府の担当者と比較して、大きく成長している様子が分かります。

「
地
球
に
や
さ
し
い
カ
ー
ド
」
助
成
団
体
の

２
０
２
５
年
度
の
活
動
予
定
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は
じ
め
侵
入
外
来
植
物
、
野
鳥
な
ど
の
調

査
と
と
も
に
、
バ
ス
添
乗
解
説
も
予
定
。

保
護
活
動
の
後
継
者
研
修「
尾
瀬
イ
ン
タ
ー

プ
リ
タ
ー
養
成
講
座
」
も
実
施
し
ま
す
。

尾
瀬
は
特
別
天
然
記
念
物
で
あ
り
次
世

代
に
残
す
べ
き
自
然
資
産
と
し
て
、
法
的

に
も
保
護
規
定
の
あ
る
自
然
公
園
で
す
。

健
全
な
自
然
が
あ
っ
て
の
観
光
で
あ
り
、

保
護
が
優
先
な
の
は
自
明
の
理
で
す
。
し

か
し
尾
瀬
で
は
外
国
人
を
含
む
観
光
客
誘

致
策
が
一
人
歩
き
を
し
て
、
保
護
に
資
す

る
こ
と
は
会
議
の
設
置
す
ら
行
わ
れ
て
い

な
い
の
が
実
状
で
す
。

（
立
山
連
峰
の
自
然
を
守
る
カ
ー
ド
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

立
山
自
然
保
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

過
去
20
年
間
に
わ
た
っ
て
山
地
帯
～
高

山
帯
で
外
来
植
物
の
種
子
散
布
源
と
な
っ

て
い
る
地
点
を
中
心
に
オ
オ
バ
コ
や
ス
ス

キ
、
イ
タ
ド
リ
類
、
ゴ
マ
ナ
、
セ
イ
ヨ
ウ
タ

ン
ポ
ポ
な
ど
を
除
去
し
て
き
ま
し
た
が
、

２
０
２
５
年
は
亜
高
山
帯
よ
り
上
部
で
の

活
動
に
従
来
以
上
に
注
力
す
る
予
定
で
す
。

富
山
県
内
で
開
催
さ
れ
る
各
種
の
イ
ベ

ン
ト
で
自
然
保
護
に
関
す
る
啓
発
を
行
い
、

活
動
の
裾
野
が
広
が
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

室
内
例
会
の
ほ
か
自
然
観
察
会
を
実
施
し
、

40
年
目
の
ブ
ナ
活
力
度
調
査
や
18
年
目
と

な
る
呉
羽
丘
陵
で
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
サ
イ

ト
１
０
０
０
里
地
調
査
も
継
続
し
ま
す
。

（
白
保
の
サ
ン
ゴ
を
守
る
カ
ー
ド
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

夏
花

沖
縄
県
石
垣
島
の
東
海
岸
に
位
置
す
る

（
ウ
ミ
ガ
メ
を
守
る
カ
ー
ド
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
エ
ヌ
ピ
ー
オ
ー

総
延
長
１
１
５
キ
ロ
の
遠
州
灘
海
岸
は
、

絶
滅
危
惧
種
で
国
際
保
護
動
物
で
あ
る
ア

カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
繁
殖
地
で
す
。サ
ン
ク
チ
ュ

ア
リ
エ
ヌ
ピ
ー
オ
ー
は
、
１
９
８
６
年
に

産
卵
地
を
発
見
し
て
以
来
38
年
間
保
護
調

査
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

保
護
活
動
は
一
歩
一
歩
進
ん
で
い
ま
す

が
、次
々
に
新
た
に
問
題
が
出
て
き
ま
す
。

直
近
の
課
題
は
、
県
が
海
岸
脇
に
計
画
中

の
ド
ー
ム
型
大
型
球
技
場
の
建
設
で
す
。

夜
間
の
照
明
光
に
よ
っ
て
子
ガ
メ
は
陸
に

誘
導
さ
れ
海
に
向
か
え
ま
せ
ん
。
引
き
続

き
、
繁
殖
環
境
を
守
る
た
め
、
建
設
計
画

の
見
直
し
を
働
き
掛
け
て
い
き
ま
す
。

（
ト
ン
ボ
の
保
護
区
を
守
る
カ
ー
ド
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

桶
ケ
谷
沼
を
考
え
る
会

日
本
一
の
ト
ン
ボ
生
息
地「
桶
ケ
谷
沼
」

の
環
境
を
守
る
、
特
に
絶
滅
危
惧
種
ベ
ッ

コ
ウ
ト
ン
ボ
の
種
の
保
全
に
力
を
注
い
で

い
ま
す
。
長
い
年
月
の
活
動
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
２
０
２
１
年
度
の
67
頭
か
ら
、
種

の
保
全
の
危
機
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
許
可
を
得
、
採
卵
・
ヤ
ゴ
の
生

育
ゾ
ー
ン
を
設
定
し
、
網
掛
け･

餌
や
り

な
ど
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
一
昨

年
の
調
査
記
録
２
３
７
頭
か
ら
、
昨
年
は

１
９
１
頭
に
逆
戻
り
し
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
度
は
ベ
ッ
コ
ウ
ト
ン
ボ
の

保
全
保
護
活
動
を
継
続
し
、
沼
本
体
か
ら

の
自
然
出
現
を
期
し
て
、
沼
の
湿
地
復
元

計
画
を
更
に
実
施
し
ま
す
。

（
ト
ン
ボ
の
保
護
区
を
守
る
カ
ー
ド
）

川
原
井
自
然
学
校

休
耕
田
を
田
ん
ぼ
に
戻
し
て
、
生
き
物

を
増
や
す
活
動
を
始
め
て
20
年
に
な
り
ま

す
。
田
ん
ぼ
と
周
り
の
水
路
、湿
地
で
は
、

た
く
さ
ん
の
種
類
の
ト
ン
ボ
と
水
生
生
物

が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

２
月
に
千
葉
県
主
催
の
生
物
多
様
性
セ

ミ
ナ
ー
の
講
師
を
し
ま
し
た
。
20
年
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。
上
総
自
然

学
校
か
ら
、
川
原
井
自
然
学
校
に
変
わ
り

ま
し
た
が
、
２
０
２
５
年
度
も
田
植
え
な

ど
の
田
ん
ぼ
体
験
、
生
き
物
観
察
会
を
引

き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
ゾ
ウ
を
守
る
カ
ー
ド
）

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

ト
ラ
・
ゾ
ウ
保
護
基
金

絶
滅
の
お
そ
れ
が
高
ま
る
ア
フ
リ
カ
の

マ
ル
ミ
ミ
ゾ
ウ
と
サ
バ
ン
ナ
ゾ
ウ
に
と
っ

て
、
未
だ
オ
ー
プ
ン
に
象
牙
を
販
売
し
て

い
る
日
本
の
象
牙
市
場
は
脅
威
で
す
。

２
０
２
６
年
に
予
定
さ
れ
る
国
内
法
の

改
正
は
、
市
場
閉
鎖
の
チ
ャ
ン
ス
。
そ
こ

で
、
広
く
請
願
署
名
を
募
り
、
２
０
２
５

年
５
月
に
国
会
へ
請
願
書
を
提
出
す
る
活

動
を
行
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
10
月
に
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン

条
約
締
約
国
会
議
Ｃ
Ｏ
Ｐ
20
に
参
加
し
、

関
係
者
に
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

（
地
球
温
暖
化
を
抑
え
る
カ
ー
ド
）

真
庭
遺
産
研
究
会

白
保
の
海
に
は
、
北
半
球
最
大
規
模
の
ア

オ
サ
ン
ゴ
群
集
が
あ
り
、
国
立
の
海
中
公

園
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
度
は
引
き
続
き
、
沖
縄
県

特
有
の
環
境
問
題
で
あ
る
農
地
か
ら
の
赤

土
流
出
防
止
対
策
と
し
て
の
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
植
栽
の
実
施
や
、
ロ
ガ
ー
と
呼
ば
れ

る
水
温
計
を
設
置
し
、
年
４
回
の
赤
土
堆

積
量
調
査
、
年
間
の
海
水
温
変
化
の
デ
ー

タ
化
を
は
じ
め
、諸
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

環
境
教
育
等
に
つ
い
て
は
、
サ
ン
ゴ
礁

保
全
に
関
わ
っ
て
き
た
大
学
等
と
協
働
し

て
、
新
し
い
環
境
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に

取
り
組
む
予
定
で
す
。

（
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
自
然
を
守
る
カ
ー
ド
）

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

ヒ
マ
ラ
ヤ
保
全
協
会

ヒ
マ
ラ
ヤ
保
全
協
会
は
、
ネ
パ
ー
ル
な

ど
の
山
岳
農
村
部
で
植
林
・
果
樹
栽
培
の

ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
を
通
じ
た
環
境

保
全
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
50
周
年
を
迎
え
た
同
会
は
、
ポ
カ

ラ
湖
畔
の
駒
ヶ
根
公
園
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

街
道
へ
の
サ
ク
ラ
苗
の
景
観
植
栽
を
継
続

し
、《
Ｉ
Ｈ
Ｃ
さ
く
ら
記
念
公
園
》
の
開

設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ネ
パ
ー
ル
西
部

ダ
ウ
ラ
ギ
リ
県
で
の
遠
隔
農
山
村
で
は
、

植
林
活
動
と
農
山
村
で
の
果
樹
栽
培
（
キ

ウ
イ
、
レ
モ
ン
、
ブ
リ
ー
ベ
リ
ー
な
ど
）

を
継
続
し
ま
す
。
さ
ら
に
チ
ー
ズ
工
房
の

再
生
支
援
、
女
性
た
ち
に
よ
る
紙
漉
き
工

房
、
機
織
り
工
房
の
支
援
な
ど
、
収
入
向

上
に
つ
な
が
る
自
活
自
営
支
援
で
地
域
エ

ン
パ
ワ
メ
ン
ト
を
推
し
進
め
ま
す
。

14407375 緑の地球新聞168号.indd   314407375 緑の地球新聞168号.indd   3 2025/03/26   17:262025/03/26   17:26



（4）緑の地球新聞　第168号2025年4月5日発行

使用済み切手等売上表
（12月16日～3月15日）

未使用テレホンカード 0 円

未使用／使用済み切手 170,215 円

未使用／書き損じハガキ 34,730 円

外国コイン＆紙幣 0 円

合　　　　　計 204,945 円

たくさんの使用済み切手など
ありがとうございました

事務局からのお願い
　全国の皆さま、いつも使用済み
切手などをお送り下さりありがと
うございます。
　当基金では、皆さまからお送り
いただいた「未使用／使用済み切
手」「未使用／書き損じハガキ」「外
国コイン＆紙幣」の売上金を植林
活動等に役立てていますが、最近
減少気味です。
　皆様からのご協力をお待ちして
います。

使
用
済
み
切
手
等
協
力
者

（
６
月
中
旬
～
９
月
15
日
敬
称
略
）

足
立
恵
美
子
、
阿
部
榮
美
子
、
淡
野
ゴ
ス

ペ
ル
ク
ワ
イ
ア
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

来
場
者
、
石
井
ふ
み
子
、
市
川
浩
一
、一

柳
清
美
、
渋
川
文
隆
、
進
士
五
十
八
、
菅

井
節
子
、
染
矢
武
尊
、
土
屋
の
り
、
富
沢

千
代
、
羽
生
佳
代
子
、
林
央
、
福
田
順
子
、

堀
内
志
保
、
山
口
元
子
、
藪
陽
一
、
渡
辺

純
子
、
匿
名

同
法
人
・
団
体
協
力
者

（
６
月
中
旬
～
９
月
15
日
敬
称
略
）

岡
山
県
北
部
中
国
山
地
の
麓
に
広
が
る

山
村
地
帯
は
、
全
国
最
大
の
オ
オ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
息
地
で
す
。
し
か
し
、

生
息
地
の
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、
繁
殖

域
の
縮
小
や
、
個
体
数
の
減
少
が
進
行
し

て
い
ま
す
。
加
え
て
、
近
年
、
チ
ュ
ウ
ゴ

ク
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
移
入
や
侵
入

の
可
能
性
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
度
の
活
動
と
し
て
は
、
下

和
川
水
系
お
よ
び
倉
見
川
の
渓
流
域
に
お

い
て
、
生
息
地
と
な
る
清
流
環
境
の
保
全

と
再
生
と
と
も
に
、
外
来
種
の
移
入
や
侵

入
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
対
策
に
取
り
組
み

ま
す
。

（
地
球
温
暖
化
を
抑
え
る
カ
ー
ド
）

一
般
社
団
法
人　

熱
帯
林
行
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｎ
）

熱
帯
林
行
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、

２
０
２
０
年
以
降
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ボ

ル
ネ
オ
島
東
部
で
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
保
護

団
体
で
あ
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
と
連
携
し
て
、
植
樹

活
動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
に
植
樹

し
た
地
域
に
お
い
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
管

理
・
修
復
作
業
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
オ

ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
保
護
活
動
の
一
環
と
し

て
、
保
護
林
の
境
界
周
辺
に
お
け
る
野
生

の
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
と
住
民
と
の
衝
突
を

防
ぐ
た
め
の
緩
衝
地
域
を
設
け
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
２
，
０
０
０
本
の
植
樹
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。

（
地
球
温
暖
化
を
抑
え
る
カ
ー
ド
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ク
ワ
ガ
タ
探
検
隊

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ク
ワ
ガ
タ
探
検
隊
は
、
自
然
と

の
ふ
れ
あ
い
原
体
験
を
通
し
て
『
未
来
の

森
の
守
り
人
』
を
育
成
す
る
活
動
を
、
31

年
間
持
続
し
て
き
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
度
は
、①
新
創
作
絵
本『
な

ん
で
や
ね
ん
！
昆
虫
の
王
様
』
の
「
読
み

聞
か
せ
活
動
」、
②
箕
面
国
定
公
園
に
お

け
る
「
緑
の
植
樹
活
動
」、
③
地
域
産
カ

ブ
ト
虫
を
増
殖
し
て
元
の
里
山
に
帰
す

「
里
山
塾
活
動
」
な
ど
を
行
政
・
市
民
、

企
業
、
財
団
、
基
金
な
ど
と
『
協
働
』
し

て
、
多
大
な
成
果
を
残
せ
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
度
も
、
こ
う
し
た
活
動
を

継
続
し
て
実
施
し
、
さ
ら
に
里
山
再
生
に

尽
力
し
ま
す
。

（
地
球
温
暖
化
を
抑
え
る
カ
ー
ド
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人Hope & Faith Internatonal

ネ
パ
ー
ル
国
ヌ
ワ
コ
ッ
ト
郡
ビ
ド
ー
ル

市
で
増
え
る
放
置
畑
を
有
効
活
用
し
、
ア

グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
の
景
観
を
維
持
発

展
さ
せ
る
環
境
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行

い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
過
疎
化
地
域
で

の
環
境
保
全
モ
デ
ル
の
一
つ
に
な
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、初
年
度
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

村
民
に
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
の
景
観

維
持
・
発
展
へ
の
理
解
を
深
め
る
勉
強
会

を
行
い
、
協
力
を
求
め
ま
す
。
ま
た
、
放

置
畑
の
自
生
樹
木
・
作
物
の
植
栽
方
法
な

ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
そ
し
て
、
試
験

的
に
ウ
コ
ン
、
ユ
カ
ン
、
コ
ー
ヒ
ー
を
１

農
地
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
本
植
樹
す
る
予
定

で
す
。

使
用
済
み
切
手
等
協
力
者

（
12
月
16
日
～
3
月
15
日
敬
称
略
）

芦
田
廣
、
磯
部
義
孝
、
奥
村
美
奈
、
影

山
正
美
、
岸
裕
子
、
久
原
高
志
、
孝
田
荘

屋
、
末
松
大
輔
、
田
ノ
井
知
子
、
永
島
勲
、

中
野
寿
人
、
宮
本
久
子
、
村
松
幸
志
、
安

田
憲
俊
、
矢
吹
賢
一
、
匿
名

同
法
人
・
団
体
協
力
者

（
12
月
16
日
～
3
月
15
日
敬
称
略
）

安
藤
産
業
㈱
、
㈱
伊
予
銀
行
、
岩
田
地

崎
建
設
㈱
東
京
支
店
、
㈱
オ
ビ
タ
ス
埼
玉

支
店
、
鹿
島
建
設
㈱
、
川
南
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
、喜
界
町
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、

共
和
食
品
㈱
、
㈳
釧
路
市
社
会
福
祉
協
議

会
阿
寒
支
所
、
㈱
ケ
ー
ラ
イ
ン
、
さ
く
ら

工
業
所
、
三
光
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
三

洋
テ
ク
ノ
マ
リ
ン
㈱
、
Ｊ
Ｓ
Ａ
中
核
会
岐

阜
支
部
、
生
長
の
家
岩
手
県
教
化
部
白
鳩

会
、
生
長
の
家
白
鳩
会
東
京
第
二
教
区
連

合
会
、
積
水
ハ
ウ
ス
シ
ャ
ー
メ
ゾ
ン
Ｐ
Ｍ

中
部
㈱
、
大
成
有
楽
不
動
産
㈱
、
タ
チ
バ

ナ
工
業
㈱
、
デ
ロ
イ
ト
ト
ー
マ
ツ
グ
ル
ー

プ
、
東
亞
合
成
㈱
横
浜
工
場
、
東
京
少
年

友
の
会
、
東
陽
商
事
㈱
仙
台
支
店
、
虎
の

門
病
院
、
ニ
ッ
パ
ツ
・
メ
ッ
ク
㈱
、
日
本

製
紙
リ
キ
ッ
ド
パ
ッ
ケ
ー
ジ
プ
ロ
ダ
ク
ト

㈱
、
福
井
県
環
境
保
全
協
同
組
合
、
不
二

建
設
㈱
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
労
働
組
合
横
浜

支
部
、
豊
後
高
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、

ホ
ー
プ
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
マ
ル
ハ
ニ
チ

ロ
㈱
、都
城
金
御
岳
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、

ミ
ヤ
通
信
工
業
㈱
、
㈱
ミ
ル
ッ
ク
ス
関
東

機
材
セ
ン
タ
ー
、
㈱
む
さ
し
の
メ
タ
ル
、

㈱
森
組
、
郵
船
商
事
㈱
、
由
布
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
、
㈱
ロ
ム
テ
ッ
ク

寄
付
協
力
者

（
12
月
16
日
～
3
月
15
日
敬
称
略
）

大
熊
泰
江
、
佐
藤
将
治
、
ジ
ャ
パ
ン
・

カ
イ
ン
ド
ネ
ス
協
会
、
㈱
乗
馬
ク
ラ
ブ
ク

レ
イ
ン
、
幅
田
博
樹
、
東
く
み
子
、
三
井

住
友
カ
ー
ド
㈱
、
森
口
修
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